２０２６年８月５日　聖書講座および晩祷会　　徳田　信

テーマ：キリストに結ばれた関係
聖書：エフェソの信徒への手紙5章21節―6章4節


この箇所には、妻と夫、子どもと親についての言葉が出てきます。家庭の経験は人によって違います。この学びでは、自分や家族の事情を話す必要はありません。本文に書かれていることや、そこから気づいたことを自由に分かち合いましょう。
1　この場面を想像してみましょう
約二千年前、エフェソの町の一軒の家に、教会の人たちが集まっています。だれかが、届いたばかりの手紙を声に出して読みます。その部屋には、妻も夫も、子どもも、奴隷も主人もいます。
当時、家のことは、家長である男性が決めるのが当然だと考えられていました。けれども、この手紙は「妻たちよ」「夫たちよ」「子どもたち」「父親たち」と、一人ひとりに直接呼びかけます。子どもが自分に向けられた言葉を聞いたすぐ後で、父親も「子どもを怒らせず」と命じられます。家の中で最も大きな力を持つ人も、キリストの言葉の下に置かれたのです。
これは、その日の様子を記録した話ではありません。当時、教会が家に集まり、手紙が皆の前で朗読されたことをもとに、場面を想像したものです。
問い：この部屋で共に手紙を聞いているとしたら、どの呼びかけが特に心に残るでしょうか。

2　まず、21節から読みます
5章21節　「キリストに対する畏れをもって、互いに従いなさい。」（聖書協会共同訳）
この一節は、後に続く夫婦や親子への言葉の入口です。ここで大切なのは「互いに」という言葉です。だれか一人だけが、ほかの人に従うのではありません。皆がイエス・キリストを見上げながら、自分の立場や力を相手のために用いるように求められています。
ところで、古い写本に基づくギリシア語本文によると、22節は「妻たちは、自分の夫に、主に対するように」とだけ書かれ、「従いなさい」という言葉がないそうです。この点は重要です。たとえば、「私はパンを食べ、弟はご飯を」と言えば、弟もご飯を「食べる」という意味だと分かります。それと同じように、22節は21節の「従いなさい」を受けています。つまり、妻への勧めだけを独立させず、21節の「互いに従う」という呼びかけの続きとして読む必要があります。
なお、聖書協会共同訳は「互いに従いなさい」で、新共同訳は「互いに仕え合いなさい」と訳しています。どちらの訳も、自分の思いを押し通すのではなく、相手を大切にする姿を表しています。
問い：21節の「互いに」を大切にすると、その後の夫婦や親子への言葉は、どのような響きになるでしょうか。

3　二つの代表的な読み方を比べます
この箇所の読み方は、教会の中でも一つではありません。ここでは、現在の保守的なプロテスタント教会でよく見られる読み方と、女性の視点を重視するフェミニスト神学の読み方を比べます。ただし、どちらの立場にもさまざまな考え方があります。以下は、大きな傾向をつかむための整理です。
伝統的（保守的）な読み方　神は男性と女性を等しい尊厳を持つ者として造り、そのうえで夫と妻に異なる役割を与えた、と読みます。妻の「従う」は夫の指導的な責任を受け入れること、夫の「愛する」はキリストのように自分を差し出して妻を守ることだと理解します。21節の「互いに従う」はすべての信徒の基本姿勢ですが、それによって夫と妻の役割の違いがなくなるわけではない、と考えます。また、「夫は妻の頭である」という言葉を、支配する権利ではなく、家庭に責任を負う務めとして読みます。
フェミニスト神学の読み方　まず、この言葉が男性を家長とする古代社会の中で書かれたことに目を向けます。そして、だれが大きな力を持ち、だれの声が聞かれにくかったのかを問います。21節の「互いに従う」ことを全体の鍵とし、22節が21節の動詞を受けていることや、夫に自己犠牲的な愛が命じられていることに、上下関係を変える方向を見ます。「頭」という言葉を男性の永続的な権威の根拠にはせず、相手を生かすキリストの姿から読み直します。また、この箇所が女性に服従を強いたり、暴力を我慢させたりするために使われてきた歴史も、重く受け止めます。
おもな違い　伝統的な読み方は、夫と妻の異なる役割を、時代を超えて続く「神の秩序」と見る傾向があります。フェミニスト神学は、その役割分担を古代社会の形と見て、現代の規範にするのではなく、平等と相互性へ向かう福音を受け取ろうとします。つまり、違いは聖書を大切にするかどうかではなく、この箇所のどの部分を文化的な形と見て、どの部分を今も続く中心的な教えと見るかにあります。
共通点　どの立場から読んでも、夫が「頭」であることを、暴力や威圧の許可と受け止めることはできません。夫も妻もキリストの下に置かれ、相手の命と尊厳を守るよう求められています。

4　妻と夫への言葉（5章22―33節）
5章25節　「夫たちよ、キリストが教会を愛し、教会のためにご自分をお与えになったように、妻を愛しなさい。」
この箇所では、妻には「従う」ことが、夫には「愛する」ことが語られています。言い方は同じではなく、そこには当時の男性中心の社会が表れています。けれども、夫に許されているのは、妻を思いどおりに動かすことではありません。夫に示される手本は、自分を与えたキリストです。
28節と29節では、妻を自分の体のように愛し、養い、いたわることが求められます。「夫は妻の頭である」という言葉も、夫が支配してよいという意味には読めません。キリストのように相手を生かし、自分を差し出す責任として読むべきでしょう。
したがって、この箇所は、暴力や威圧、人格を傷つける言葉を我慢させる根拠にはなりません。危険から離れ、助けを求めることは、聖書に背くことではありません。キリストの愛は、相手の安全と尊厳を守る愛だからです。
問い：25節、28節、29節を読むと、夫に求められる愛は、どのような行動として表れるでしょうか。

5　子どもと父親への言葉（6章1―4節）
6章4節　「父親たち、子どもを怒らせず、主のしつけと諭しによって育てなさい。」
1節では、子どもたちに直接、「両親に従いなさい」と呼びかけています。子どもも、主の言葉を聞いて応える、教会の一人の仲間として扱われています。また、従うことには「主にあって」という基準があります。親の言うことなら文字通り何でも従わなければならない、という意味ではありません。
2節と3節では、十戒の「父と母を敬いなさい」という戒めが引用されています。しかし、子どもにだけ命令して終わりではありません。4節では、当時大きな権限を持っていた父親に、「子どもを怒らせてはならない」と歯止めがかけられます。「しつけ」と「諭し」は、感情のままに罰することではありません。子どもを養い、教え、よい方向へ導くことです。その基準は、親の都合や世間の成功ではなく、主イエスにあります。

6　今の私たちは、どのように読むのでしょうか
第一に、古代の家族制度を、そのまま今の社会に当てはめないよう気を付けたいと思います。当時の制度の中で、キリストの福音が人と人との関係をどのように変えるインパクトを持っているかを読み取ります。
第二に、大きな力を持つ人ほど、重い責任を負います。家庭でも教会でも、年齢、立場、経済力、発言力を多く持つ人は、その力を相手を生かすために用いるよう求められます。
第三に、人間の権威は絶対ではありません。暴力や支配から距離を取り、必要な助けを求めることも大切です。
第四に、教会には、結婚している人、独身の人、一人で暮らす人、家族と離れて暮らす人、離別や死別を経験した人など、さまざまな人がいます。教会は、一つの家族の形を理想として押しつける場所ではありません。キリストにあって、互いの命を支える「神の家族」です。
問い：家庭の形や経験が違う人々の間で、教会は「互いに従う」ことを、どのような言葉や行動で表せるでしょうか。

7　まとめ
この箇所の出発点は、5章21節の「互いに従いなさい」です。キリストは、力のある人に、相手を支配するのではなく、相手を生かすために力を用いるよう求めます。私たちが妻であろうと夫であろうと、子どもであろうと親であろうと、まずキリストに属する一人の人として、自分と隣人を尊ぶよう促されています。
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